
 

肉用牛肥育経営安定交付金制度(牛マルキン) 
 

１ 制度内容  

 肉用牛肥育経営安定交付金制度（牛マルキン）は、畜産経営の安定に関する法律（昭和 36

年法律第 183 号）に基づく法律制度であり、標準的販売価格が標準的生産費を下回った場

合に、肉用牛の生産者に対し、その差額の 9割を交付金として交付することにより、肉用牛の

生産者の経営に及ぼす影響を緩和することを目的としています。  

 

２ 交付金交付基準  

 生産者と県からの積立金（交付金の額の

1/4 に相当する額）と農畜産業振興機構か

らの交付金（交付金の額の 3/4 に相当する

額）を合せて標準的販売価格と標準的生産

費との差額の 9 割を交付する。  

 

３ 積立金管理者  

  公益社団法人大分県畜産協会  

 

４ 制度対象者の主な条件  

 肉用牛を販売する目的で、肉用牛の肥育を業として行っていること。  

 ただし、資本金の額が 3 億円を超え、かつ、従業員の数が 300 人を超える会社、暴力団員

等、畜産経営の安定に関する法律その他関係法令に違反し罰則以上の刑に処された者等を

除く。 

 

５ １頭あたり生産者負担金  

区 分 

 

1 頭あたりの生産者負担金（上段：令和７年度）  

下段：令和８年度  うち生産者  うち大分県  

肉専用種 （７，000 円）  

１１，000 円  

（６,250 円）  

１０ ,250 円 

750 円 

同上  

交 雑 種 （１７，０００円）  

１８，０００円  

（1６ ,170 円）  

1７,170 円  

830 円 

同上 

乳 用 種 （1８ ,000 円）  

1９,000 円  

（１７,470 円）  

1８,470 円  

530 円 

同上 

  ※ 県は、生産者負担金の一部を定額助成  

  ※ 生産者負担金単価は、年度毎に決定  

 

６ 業務対象年間  

 3 年間（令和７年４月１日から令和１０年 3 月 31 日） 

 


